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第 1 章 総則 

（趣旨） 

第 1 条 この規程は、医療法人日望会が開設する介護老人保健施設サンホープ笠懸（以下「サン

ホープ笠懸」という。）における次に掲げる施設及び事業の運営に関し、重要な事項を定めるも

のとする。 

一  指定介護予防短期入所療養介護事業（以下｢介護予防短期入所｣）という。 

二  指定介護予防通所リハビリテーション事業（以下｢介護予防通所リハビリ｣）という。 

 

 （事業の目的） 

第 2 条 介護予防短期入所は、利用者が可能な限りその居宅において、自立した日常生活を営む

ことができるよう、看護、医学的管理の下における介護及び機能訓練その他必要な医療並びに

日常生活上の支援を行うことにより、利用者の介護予防及び療養生活の質の向上及び心身機能

の維持回復を図り、もって利用者の生活機能の維持又は向上を目指すものとする。 

2 介護予防通所リハビリは、利用者が可能な限りその居宅において、自立した日常生活を営む事

ができるよう、理学療法、作業療法、その他必要なリハビリテーションを行うことにより、利用

者の心身の機能の維持回復を図り、もって利用者の生活機能の維持又は向上を目指すものとす

る。 

 

（運営の方針） 

第 3 条 サンホープ笠懸は、サンホープ笠懸を利用する者（以下｢利用者｣という。）の意思と人格

を尊重し、常に利用者の立場に立って介護予防短期入所療養介護及び介護予防通所リハビリテ

ーション（以下「施設サービス等」という。）を提供しなければならない。 

2 サンホープ笠懸は、明るく家庭的な雰囲気を有するよう努めるとともに、特に地域及び家庭と

の結びつきを重視し、積極的に地域との交流に努めるものとする。 

3 サンホープ笠懸は、市町村、地域包括支援センター、介護保険施設、居宅介護支援事業者、居

宅サービス事業者その他の保健・医療・福祉サービスを提供する者との密接な連携を図るものと

する。 

 

 （説明及び同意） 

第 4 条 サンホープ笠懸の従業者は、施設サービス等の提供に当たっては、懇切丁寧を旨とし、

利用者及びその家族に対し、療養上必要な事項について、理解しやすいように指導又は説明をし、

同意を得なければならない。 



（身体拘束の制限） 

第 5 条 サンホープ笠懸においては、利用者に対する施設サービス等の提供に当たって、身体拘

束その他利用者の行動を制限する行為を原則として行ってはならない。 

2 当該利用者または他の利用者等の生命または身体を保護するため、緊急やむを得ず身体拘束

等を要する場合も、その切迫性、非代替性、一時性等の要件について十分に検討したうえで、

必要最小限の範囲でなくてはならない。 

3 緊急やむを得ず身体拘束を行う場合には、その様態及び時間、その際の利用者の心身の状況並

びに緊急やむを得ない理由を記録しなければならない。 

 

（秘密の保持） 

第 6 条 サンホープ笠懸の従業者又は従業者であった者は、その業務上知り得た利用者及びその

家族の秘密を漏らしてはならない。ただし、正当な理由がある場合は、この限りでない。 

2 当施設における個人情報の利用目的について理解し、他の施設医療機関等への情報につき同意

しがたい事項がある場合には、その旨申し出るものとする。申し出がないものについては、同

意して頂いたものとして取り扱うこととする。 

 

 （名称等） 

第 7 条 サンホープ笠懸の名称等は、次のとおりとする。 

一  名称  介護老人保健施設サンホープ笠懸 

二  所在地 群馬県みどり市笠懸町鹿 2646 番地 1 

三  管理者 狩野 賢一 

 

第 2 章 定員及び従業者 

（定員） 

第 8 条 サンホープ笠懸の入所定員（施設及び短期入所・及び介護予防短期入所の利用定員）は、

100 名（一般棟 51 名、認知症専門棟 49 名）とする。 

2 サンホープ笠懸の通所リハビリ及び介護予防通所リハビリの利用定員は、40 名とする。 

 

（従業者の職種、その内容及び員数） 

第 9 条 サンホープ笠懸の従業者の職種、その内容及び員数は、別表第 1 のとおりとする。 

 

第 3 章 サービスの内容及び費用の額 

（施設サービス等の内容） 

第 10 条  サンホープ笠懸で提供する介護予防施設サービス等の内容は、次のとおりとする。 

一  介護予防短期入所療養介護計画(おおむね 4 日以上継続して利用する場合をいう。) 

及び介護予防通所リハビリテーション計画の作成 

二  食事の提供(利用者が選定する特別な食事の提供を含む。) 

三  入浴(一般浴槽又は特別浴槽による入浴とする。) 

四  看護及び医学的管理の下における介護 



五  機能訓練(リハビリテーション、レクリエーション等) 

六  退所に向けた総合的支援 

七 各種相談に対する指導及び援助 

八 その他利用者に対する便宜の提供 

 

（利用料及びその他の費用の額） 

第 11 条 利用者がサンホープ笠懸から施設サービス等の提供を受けた場合の利用料は、介護報酬

告示上の額とし、当該施設サービス等が法定代理受領サービスであるときは、その負担割合分と

する。 

2 サンホープ笠懸は、前項に定める額のほか、次の各号に定める費用につき別表第 2 に額を掲

げ、かつ、当該費用に関し利用者及び家族の同意を得たときは、利用者から当該費用の額の支払

を受けることができる。 

一  介護予防短期入所療養介護 

①食事の提供に要する費用 

②滞在に要する費用 

③利用者が選定する特別な療養室の費用 

④利用者が選定する特別な食事の費用 

⑤送迎に要する費用(厚生労働大臣が別に定める場合を除く。) 

⑤理美容代 

⑥その他日常生活で通常必要となる費用のうち、当該利用者が負担することが適当と認めら

れるもの 

二  介護予防通所リハビリテーション 

①食事の提供に要する費用 

②利用者の選定により通常事業の実施地域以外に居住する利用者に対して行う送迎に要する

費用 

③おむつ代 

④その他日常生活で通常必要となる費用のうち、当該利用者が負担することが適当と認めら

れるもの 

4 前項の費用の額を変更した場合は、当該変更した額について新たに同意を得なければならな

い。 

 

第 4 章 運営に関する事項 

（サンホープ笠懸の利用に当たっての留意事項） 

第 12 条 利用者は、サンホープ笠懸を利用するに当たっては、従業者の指導による日課を励行

し、共同生活の秩序を保ち、相互の親睦に努めなければならない。 

2 その他サンホープ笠懸の利用に当たっての留意事項は、管理者が別に定める。 

 

（介護予防通所リハビリの営業日並びに営業時間） 

第 13 条 介護予防通所リハビリの営業日及び営業時間は、次のとおり定める。 



一  営業日   月曜日から土曜日まで 

二  営業時間 午前 8 時 30 分から午後 5 時 30 分まで。ただし、利用者の選定により通常要する

時間を超えて行う介護予防通所リハビリの提供が必要と認められる場合は、この限りでない。 

 

（通常の送迎及び通常の事業の実施地域） 

第 14 条 介護予防短期入所の通常の送迎の実施地域は、桐生市、前橋市、太田市、伊勢崎市、   

みどり市とする。 

2 介護予防通所リハビリの通常の事業の実施地域は、桐生市、前橋市、太田市、伊勢崎市、 

みどり市とする。 

 

（褥瘡の発生防止） 

第 15 条  サンホープ笠懸は、施設サービス等の提供にあたり褥瘡が発生しないよう、次の号に定

める措置を講じなければならない。 

一  褥瘡のリスクが高い利用者に対し、褥瘡予防のための計画を作成すること。 

二  褥瘡対策委員長を褥瘡予防担当者のうちの役職者とすること。 

三  サンホープ笠懸褥瘡対策委員会を設置し、褥瘡対策のための指針（褥瘡対策マニュアル）を

整備すること。 

四  従業者に対し、褥瘡対策に関する教育を行うこと。 

 

（衛生管理） 

第 16 条  サンホープ笠懸は、施設内において感染症又は食中毒が発生し、又はまん延しないよう

に、次の各号に定める措置を講じなければならない。 

一   感染対策委員長を感染対策担当者のうちの役職者とすること。 

二   サンホープ笠懸感染対策委員会を設置し、定期的に開催するとともに、その結果について、

職員に周知徹底すること。 

三   感染症又は食中毒の予防及びまん延の防止のための指針（サンホープ笠懸感染対策マニュア

ル）を整備すること。 

四   前号に定めるマニュアルに基づき、従業者に対する研修及び訓練（シュミレーション）を定

期的に行うこと。 

 

（非常災害対策） 

第 17 条 サンホープ笠懸は、事務長 植木邦保を防火管理者とし、非常災害に関する具体的な計

画を立てなければならない。 

2 サンホープ笠懸は、非常災害に備えるため、毎年 12 月に昼間の非常災害訓練(避難訓練、消火

訓練及び通報訓練を行うものをいう。以下同じ。)を、6 月に夜間を想定した非常災害訓練を実施

しなげれぱならない。 

3 サンホープ笠懸の従業者は、常に、災害の防止と利用者の安全確保に配慮しなければならない。 

4 サンホープ笠懸は、非常災害が発生した場合であっても必要な介護サービスが継続的に提供で

きる体制を整備しなければならない。 



（要望及び苦情処理） 

第 18 条 サンホープ笠懸は、提供した施設サービス等に関し利用者又は家族から要望及び苦情

があったときは、管理者の責任において迅速かつ適切に対応し、その対応策を要望及び苦情を申

し出た者に説明するものとする。 

2 要望及び苦情の受付責任者は、支援相談員とし、苦情の処理のシステムは、サンホープ笠懸安

全対策委員会で定めるものとする。 

3 御意見箱を設置して、要望、苦情及び意見の収集に努め施設運営に反映させるものとする。 

4 要望及び苦情に際しては、支援相談員を窓口とする。（０２７７－７６－１１００） 

5 前４項のほかの苦情の受付機関 

みどり市介護高齢課（０２７７－７６－０９７４） 

桐生市長寿支援課 （０２７７－４６－１１１１） 

前橋市介護保険室 （０２７－８９８－６１５５） 

伊勢崎市介護保険課（０２７０－２４－５１１１） 

太田市介護サービス課（０２７６－４７－１９３９） 

群馬県国民健康保険団体連合会（０２７－２９０－１３１９） 

 

（虐待防止に関する事項） 

第 19 条 事業は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のため、次の措置を講ずるものとする。 

一 虐待防止対策委員長を虐待防止対策担当者のうちの役職者とすること。 

二 虐待を防止するための委員会（サンホープ笠懸虐待防止対策委員会）を設置し、定期的に開催す

るとともにその結果について職員に周知徹底すること。また虐待防止のための研修を職員に

対し定期的に行うこと。 

三 利用者およびその家族からの苦情解決体制を整備すること。 

四 その他虐待防止のために必要な措置を講じること。 

2 サンホープ笠懸は、施設サービス等の提供中に、当該施設職員による虐待を受けたと思われる利用者

を発見した場合は、速やかに市町村に通報するものとする。 

 

（事故発生の防止及び発生時の対応、安全管理） 

第 20 条  サンホープ笠懸は、事故発生又はその再発を防止するため、次の各号に定める措置を講

じなければならない。 

一 事故が発生した場合の対応、次号に規定する報告の方法等が記載された事故発生の防止のた

めの指針（サンホープ笠懸事故防止・対策マニュアル）を整備すること。 

二 サンホープ笠懸は、事故が発生した場合又はそれに至る危険性がある事態が生じた場合に当

該事実が報告され、その分析を通じた改善策を従業者に周知徹底する体制を整備すること 

三  安全対策委員長を安全管理責任者とすること。 

四  事故発生の防止・安全管理のための委員会（サンホープ笠懸安全対策委員会）を設置し、組 

織的に安全対策を実施する体制を整備し、事務次長石原大輔を安全対策担当者とすること。 

五 サンホープ笠懸安全対策委員会を定期的に開催し、従業者に対する研修を定期的に行うこと。 

2 サンホープ笠懸は、利用者に対する施設サービス等の提供について事故が発生した場合は、同



マニュアルに基づいて、直ちに管理者の責任において必要な措置を採るとともに、利用者の家族

等に連絡をしなければならない。死亡事故その他重大な事故については、遅滞なくその概要を県

及び市町村に報告をしなければならない。 

3 サンホープ笠懸は、前項の事故の状況及び事故に際して採った措置について記録するものとす

る。 

4 サンホープ笠懸は、利用者に対する施設サービス等の提供により賠償すべき事故が発生した場

合は、損害賠償を速やかに行うものとする。 

 

（サービスの質の評価） 

第 21 条 サンホープ笠懸は、自らその提供する施設サービス等の質の評価を行ない、常にその改

善を図らなければならない。なお、評価にあたっては、サンホープ笠懸サービス向上委員会を

組織して行うこととする。 

2  前項に定める委員会は、サンホープ笠懸の従業者以外の者をもって組織するよう努めなければ

ならない。 

3 サンホープ笠懸は、第一項に定める委員会の評価を要約し、公表するよう努めなければならな

い。 

 

（ハラスメント対策） 

第 22条 サンホープ笠懸は、適切な施設サービス等の提供を確保する観点から、職場において行

われる性的な言動又は優越的な関係を背景とした言動であって、業務上必要かつ相当な範囲を

超えたものにより職員等の就業環境が害されることを防止するための方針の明確化等の必要な

措置を講じるものとする。 

2 職場におけるパワハラの内容、パワハラを行ってはならない旨の方針を明確化し、また行為者

について厳正に対処する旨の方針・対処内容を就業規則に規定し、職員に周知・啓発する。 

一 相談窓口を設け、職員に周知し、相談窓口担当者が相談内容等に適切に対応できるようにする。 

二 発生時、事実関係を迅速かつ正確に確認し、被害者及び行為者に対する措置を適正に行なう。 

三 再発防止の措置、相談者・行為者等のプライバシーを保護するために必要な措置を講じ、かつ

相談したこと等を理由に解雇その他不利益な取り扱いをされない旨を定め、職員に周知・啓発

する。 

 

第 5 章 雑則 

（委任） 

第 22 条 この規程に定めるもののほか、この規程の施行に関し必要な事項は、医療法人日望会 

の同意を得て、管理者が別に定める。 

 

附則 

 この規程は、平成 21 年 4 月 1 日に改定。 

附則 

この規程は、平成 21 年 9 月 2 日に改定。 



附則 

この規程は、平成 23 年 4 月 1 日に改定。 

附則 

この規程は、平成 23 年 8 月 1 日に改定。 

附則 

この規程は、平成 24 年 4 月 1 日に改定。 

附則 

この規程は、平成 24 年 6 月 1 日に改定。 

附則 

 この規程は、平成 25 年 11 月 1 日に改定。 

附則 

この規程は、平成 26 年 4 月 1 日に改定。 

附則 

 この規程は、平成 26 年 11 月 1 日に改定。 

附則 

 この規程は、平成 27 年 4 月 1 日に改定。 

附則 

 この規程は、平成 29 年 4 月 1 日に改定。 

附則 

 この規程は、平成 30 年 4 月 1 日に改定。 

附則 

 この規程は、令和 1 年 10 月 1 日に改定。 

附則 

 この規程は、令和 3 年 4 月 1 日に改定。 

附則 

 この規程は、令和 4 年 5 月 21 日に改定。 

附則 

 この規程は、令和 6 年 4 月 1 日に改定。 

附則 

 この規程は、令和 7 年 9 月 1 日に改定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表第 1(第 9 条関係) 

サンホープ笠懸の従業者の職種等 

職種 職務の内容 員数(常勤換算) 

管理者 サンホープ笠懸の従業者の管理及び業務の実施状況の把

握。その他の管理を一元的に行う。 

1 人 

事務長 管理者と共に、サンホープ笠懸の従業者の管理及び業務

の実施状況の把握。その他、運営管理など行う。 

1 人 

医師 利用者の病状及び心身の状況に応じて、日常的な医学的

対応を行う。 

1.1 人 

薬剤師 医師の指示に基づき、薬剤の管理及び服薬指導等を行う。 0.35 人 

看護職員 医師の指示に基づき、投薬、検温、血圧測定等の医療行為

を行い、及び施設サービス計画等により看護・介護を行

う。 

入所 

9 人 

以上 

通所 

1 人 

以上 

介護職員 施設サービス計画等により医学的管理に基づく介護を行

う。 

入所 

25 人 

以上 

通所 

5 人 

以上 

支援相談員 利用者及び家族からの処遇上の相談に適切に応ずるとと

もに、入退所事務、レクリエーション指導等を行う。

  

1 人 

以上 

理学療法士 

作業療法士 

言語聴覚士 

リハビリテーションプログラム等を作成し、理学療法、作

業療法､言語聴覚その他必要なリハビリテーションを計

画的に行う。 

入所 

5 人 

以上 

通所 

2 人 

以上 

管理栄養士 

  

献立の作成、栄養指導、嗜好調査等利用者の食事・栄養管

理を行う。 

1 人 

以上 

介護支援専門員 施設サービス計画等の原案を作成し、その他ケアマネジ

メントを行う。 

1 人 

以上 

事務員 庶務、会計、介護報酬請求等の事務を行う。 3 人以上 

        

注1） サンホープ笠懸では、看護介護職員を、入所者の数が 3 又はその端数を増すごとに 1 以上

配置し、別表第 2 のとおり介護老人保健施設介護予防短期入所療養介護費を算定してい

る。 

注2） 別表第 1 のうち、｢入所｣は介護老人保健施設（短期入所療養介護・介護予防短期入所療養

介護を含む。）をいい、「通所」は（通所リハビリテーション・介護予防通所リハビリテー

ションを含む）をいう。 

注3） 管理栄養士の指示の下で、利用者に提供する食事を調理する調理員は外部委託とする。 

 

 



<別表第2> 2025年9月

介護度 施設サ－ビス費 食費 滞在費 部屋代 日用品費 教養娯楽費
夜勤職員
配置加算

１ 日 あ た り の
利 用 額 （ 円 ） （ 概 算 ）

2）　介護予防短期入所療養介護（ショートステイ）2人部屋  ※２人部屋をご希望される場合は下記ご利用料となります。

介護度 施設サ－ビス費 食費 滞在費 部屋代 日用品費 教養娯楽費
夜勤職員
配置加算

１ 日 あ た り の
利 用 額 （ 円 ） （ 概 算 ）

介護度 施設サ－ビス費 食費 滞在費 部屋代 日用品費 教養娯楽費
夜勤職員
配置加算

１ 日 あ た り の
利 用 額 （ 円 ） （ 概 算 ）

　生産性向上推進体制加算（Ⅰ）

　生産性向上推進体制加算（Ⅱ）

　ボディソープ、シャンプー、歯ブラシ、歯磨き粉等

　クラブ活動費用、行事費用、園芸費用　　※教養娯楽費 160円／日

      電 気 代 60円／日 　　　　１日１種類につき　（持ち込み分）

　　※日用品費 110円／日

      レクリエ－ション費　 実　　費 　　リハビリ手工芸等の材料費

51円／日　在宅復帰・在宅療養支援復帰機能加算

      私物洗濯費　（小）　 　90円／枚 　　　　タオル、靴下、下着等

      理美容費

　介護職員等処遇改善加算（Ⅰ） （サービス費＋各種加算）×７.５％　【１月につき】

5）その他の料金　　　※は上記1）2）3）に計上あり

　2,400円 　　　　カット料金

費　用 金　額

8円／食

　緊急時施設療養費 518円／日

　個別リハビリテーション実施加算 240円／日

　認知症行動・心理症状緊急対応加算 200円／日

内　訳

      私物洗濯費　（大）　 110円／枚 　　　　パジャマ、トレ－ナ－、バスタオル等

100円／月

10円／月

各加算については、実施した
場合又は、加算対象となる

場合に算定となります。

　サービス提供体制強化加算（Ⅰ） 22円／日

　総合医学管理加算 275円／日

　送迎加算 184円／回

　療養食加算

金　額 備  考

要支援１

要支援２

672

834

朝食580円
昼食820円
夕食700円

510 0 110 160 24 3,576

3）介護予防短期入所療養介護（ショートステイ）　個室  ※個室をご希望される場合は下記ご利用料となります。

　　　　サンホープ笠懸施設利用料のご案内

1）　介護予防短期入所療養介護（ショートステイ）　４人部屋

4）各種加算

3,738

要支援１

要支援２

672

834

510 660 110 160 24 4,236

510 660 110 160 24

510 0 110 160 24

4,398

朝食580円
昼食820円
夕食700円

要支援１ 632 1,728 1,650 110 160 24 6,404

110 160 24 6,550要支援２ 778

朝食580円
昼食820円
夕食700円 1,728 1,650



介護予防通所リハビリテ－ション  月単位の請求                 　　 2025年9月１日より

介護度

要支援　１

要支援　２

・ サービス提供体制強化加算（Ⅰ） 要支援１    　８８円／月

要支援２ 　１７６円／月

要支援１    　７２円／月

要支援２ 　   １４４円／月

・ 生活行為向上リハビリテーション実施加算              ６ヶ月以内      ５６２円／月

６ヶ月以降6ヶ月以内 －１５％

・ 退院時共同指導加算 ６００円／回

・ 栄養アセスメント加算 ５０円／月

・ 栄養改善加算   ２００円／月

・ 口腔・栄養スクリーニング加算（Ⅰ） ６ヶ月に１回    ２０円／回

口腔・栄養スクリーニング加算（Ⅱ） ６ヶ月に１回    ５円／回

・ 口腔機能向上加算（Ⅰ）   １５０円／月

口腔機能向上加算（Ⅱ）   １６０円／月

・ 一体的サービス提供加算（栄養改善及び口腔機能向上） ４８０円／月

・ 科学的介護推進体制加算   ４０円／月

・ 介護職員処遇改善加算（Ⅰ）     （サービス費＋各種加算）×８．６％  【１月につき】

・ オムツ費　（非課税）

・ パンツ型　(非課税）

・ 尿取りパット(非課税）

・ レクリエーション費

・ 日常生活費

・ 理美容費

※ 各種加算・別途料金についてはご利用があった場合にサービス費にそれぞれ

     追加させていただきますのでご了承下さい。
※施設サービス費・各種加算は１割負担の金額です。

お問合わせ先

介護老人保健施設 サンホープ笠懸

電話 ０２７７－７６－１１００

　　　サンホープ笠懸利用料のご案内

－２４０円／月
700円／日

食費（昼食）施設サ－ビス費（１ヶ月あたり）

２，２６８円／月

４，２２８円／月

12か月超

－１２０円／月

※ 介護予防通所リハビリテーションの施設サービス費は、送迎料金・入浴料金が含まれています。

別途料金

   （Ｌ）１８５円 （ＭＬ）１７０円 （Ｍ）１６０円

各種加算

   （ＸＬ）２１０円  （Ｌ）１７０円　（Ｍ）１５０円　（Ｓ）１４０円

   実  費 （アートフラワー、リハビリ工芸等実施した場合）

   実  費

   ２，４００円／回

サービス提供体制強化加算（Ⅱ）

職員配置により（Ⅰ）又
は（Ⅱ）に変更する場合

があります。

　（Ｆ）１１０円　（Ｗ）７０円　（Ｒ）６０円　（100）５０円　

＜別表第2＞


